
10 月 1 日からの消費税増税に伴う仕訳入力等（A-SaaS） 

 

本年 10 月 1 日からは、①標準税率 10％ ②軽減税率 8％に加えて、当面の間、③旧税率 8％（経過措

置）が残り、３種類の税率が混在します。 会計システムに入力するにあたって、請求書・領収書（レシー

ト）等の合計額だけで無く、その内訳や税率ごとの合計をよく確認して入力処理をする必要があります。 

以下、A-SaaS（会計ソフト）の場合でご説明いたします。 （A-Saas 仕訳入力画面（サンプル）参照） 
 
 

 ・2019 年 9 月 30 日以前は     → 旧税率  8％  

・2019 年 10 月 1 日以降の日付  → 標準税率 10％  

・2019 年 10 月 1 日以降の飲食料品の軽減税率は「税率」欄で「＊」を入力（「*8」と表示される） 

 
 

 （1）9 月 1～30 日に前家賃払いなど 10％の消費税率がある場合、「税率欄」に直接「10」を入力できる。 

 (2)10 月 1 日以降リース料など旧税率 8%のものは、「税率」欄に直接「8」を入力（「８」と表示される） 
 
 

(1)  定型仕訳を登録している場合、登録されている税率がそのまま仕訳に反映されます。 9 月 30 日

以前で「税率」を「8％」で登録している定型仕訳を「10％」にしたい場合は、あらかじめ 10％に修正し

ておく必要があります。 

(2)  科目設定の機能で「科目」に税率を設定している場合も、同様に税率修正が必要となります。 
 
 

(1)  同一レシート（領収書）、請求書であっても複数の税率が混在する場合、税率が異なる毎に仕訳を分

けて入力するとともに、摘要欄に適用する税率が把握できる簡潔な記載を行うことが望まれます。 

(2)  クレジットカードの利用明細は取引の内容、適用税率の情報がありません。カード使用時の「請求

書」・「領収書」を保管しておき、その証憑に基づき仕訳処理を行う必要があります。 

(3)  9 月末現在の仮払金残高は１０月以降精算することになりますが、これが遅くなるほど消費税率の

処理誤りを招きかねません。 なるべく早く、例えば 10 月中には終えたいものです。 

 

＠９月の予定  

９/１０・８月分源泉所得税 

 ・住民税の特別徴収税額納付期限 

９/３０・７月決算法人の確定申告 

 ・1,4,10 月決算の消費税及び地方消費税の中間申告 

 

《休業日》土曜・日曜・祝日 
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適用税率：標準税率 10％  (直接入力時は「10」入力) 

軽減税率 *8％   (直接入力時は「*」入力) 

旧税率  8％or5% (直接入力時は「8」or「5」入力) 

1 枚のレシート（領収書）であっても、

適用税率が異なれば別々に入力 

 

１ 原則 A-Saas では仕訳（伝票）日付に従って、自動で税率が入力されます 


